
桜花の候 宮崎県防衛協会 青年部会 宮崎支部会員の皆様には益々ご清福

の段、大慶至極に存じ上げます。

さて３月の自衛隊関連行事は、５日に高等工科学校OB会「桜友会」が１０年ぶり

に仙台で開催され、翌６日は埼玉大宮駐屯地での３２連隊５４周年記念式典に参加

し、戦友達と旧交を温めて来た次第です。

また１４日夜に「尾崎新田原基地司令司令を囲む開会」を宮崎市で開催したとこ

ろ、菊田地本部長、安田４３連隊長、稲田２４連隊長等の在宮崎各部隊長を始め、

県防衛協会役員及び各支部長の参加を得て、３０名を超える盛大な会となりました。

そして２０日の高等工科学校５９生徒卒業式に参加した際、横須賀の武山駐屯地

で小川和久先生と再会し、小川先生のメルマガを支部会員へ転載させて頂いている

旨の御礼を申し述べたところです。

その前日の１９日に靖国神社参拝をした折、境内神楽殿前のTVカメラの放列が目

に留まり「また爆弾事件か？」と思いきや、さにあらず東京地方気象台の桜標準木に

照準を合わせての「開花宣言今や遅し」と待ちかまえている報道陣の人垣でした。

何とも平和で、先日の韓国人による爆破事件など既に風化したかの如くほほえま

しい光景に、靖国の桜には数多の英霊達が相集い、思い出話の花を咲かせるから

あんなにも気高く、そして潔良いんだろうな等と考えさせられた次第です。

愈々平成２８年度が始まり、今月も自衛隊関連行事が色々予定されており、その

都度支部会員の皆様にはご案内致しますので、お時間の許す方は何卒ご参加頂き

ますようお願い申し上げます。

今月も小川先生のメルマガを以下に掲載致しますので、是非ともご一読下さい。

「事実上の弾道ミサイル」という表現

  北朝鮮の「人工衛星打ち上げ」が実施されました。当初、2月8日から25日の間に

打ち上げる予定を国際機関に通告していましたが、6日になって7日から14日に繰り

上げると予定を変更したものですが、予告後すぐに打ち上げに踏み切ったものです。

  その北朝鮮による「人工衛星打ち上げ」については様々な報道が出ていますが、

少し整理しておく必要があると思います。



  第1には、あの「人工衛星打ち上げ」用のロケットが、そのまま大陸間弾道ミサイ

ル（ICBM）として目標を直撃できるかのような報道です。「『人工衛星』と称する弾道ミ

サイル」（朝日新聞）、「事実上の弾道ミサイル」（テレビ朝日）というのが、マスコミの

典型的な表現です。 認識としても、表現としても正しいのでしょうか。

  実を言えば、かりに米国本土まで届くだけの射程距離を備え、それなりの核弾頭

を搭載できていたとしても、それだけでは大陸間弾道ミサイルとしての能力を備えた

ことにならないことを押さえておく必要があるのです。まして、2012年12月の時のよう

に宇宙ロケット「銀河3号」を使って「光明星3号2号機」（今回は「光明星4号機」と発

表）という地球観測衛星を軌道に投入することになれば、「事実上の弾道ミサイル」と

いう表現は、先走って危機感を煽り立てている点で正しいとはいえないのです。

  もちろん、大陸間弾道ミサイルと宇宙ロケットには共用性があり、その用途に合っ

た発射の仕方をすれば、そのどちらにも使えることは間違いありません。なぜ、あの

「人工衛星打ち上げ」用のロケットが「事実上の弾道ミサイル」ではないのか。それ

は、北朝鮮は大陸間弾道ミサイルが大気圏に再突入するときの高熱に耐える再突

入体を備えていないと考えられるからです。

  大陸間弾道ミサイルは最高高度1000キロ以上の宇宙空間を弾道飛行したあと、

マッハ20（音速の20倍）以上の超高速で大気圏に再突入してきます。

  再突入体は、そのときに生じる1500度以上の高熱に耐えて核弾頭を保護するカ

バーのような役割を果たしますが、その再突入体がなければ弾道ミサイルの弾頭は

燃え尽きるだけなのです。

  その大陸間弾道ミサイル用の再突入体は、北朝鮮にミサイル技術を提供してき

たとされるイランも保有していないことは明らかです。

  従って、北朝鮮も大陸間弾道ミサイル用の再突入体を手にしていないと考えるべ

きで、今回の「人工衛星打ち上げ」用ロケットを使って、奇襲的に米国などを攻撃す

ることはあり得ないと思うのが自然なのです。

  ちなみに、日本列島を標的にしているとしか考えられない北朝鮮のノドン（射程13

00キロの準中距離弾道ミサイル）は200～300基が実戦配備されているとみられ、海

上自衛隊のSM3（イージス艦搭載）と航空自衛隊のパトリオットPAC3に対する破壊

措置命令は、事故による落下物に備えると同時に、「衛星打ち上げ」騒ぎに乗じて北

朝鮮が奇襲的にノドンを発射してくる事態への備えでもあったわけです。

  第2は、いかに北朝鮮といえども、あの巨大なロケット、それも1発か2発しかない

虎の子を大陸間弾道ミサイルとして使おうとするはずがない、という点です。



  地下サイロに収納するにしても大きすぎ、まして居場所を探知されにくい移動式

発射装置に搭載するという世界の軍事常識とも矛盾する「人工衛星打ち上げ」用ロ

ケットの巨大さです。

  そこから導き出される分析は、北朝鮮は実際に偵察衛星などの人工衛星の保有

を目指して巨大宇宙ロケットの打ち上げ実績を重ねつつ、同時に大陸間弾道ミサイ

ルに必要な技術を習得しようとしているのではないか、というものです。

現に北朝鮮はKN-08という大陸間弾道ミサイルの開発を進めているとみられます。

 3段式の液体燃料型と思われるKN-08は、2012年4月15日の軍事パレードに登場

したときは世界の軍事専門家から「張りぼて」と指摘された代物ですが、その後は開

発が進み、試射が確認されていないものの、弾頭の重さによっては、射程距離は600

0～9000キロに達するともみられています。

  そのように考えれば、巨大な宇宙ロケットを使って行われる北朝鮮の「人工衛星

打ち上げ」は、そのKN-08の完成度を高め、それこそ米国東海岸に達する射程距離

を備えさせ、さらに再突入体を独自に開発するための技術の向上といった戦略的目

的を持った実験であることを肝に銘じておく必要があるでしょう。

  今回の「人工衛星打ち上げ」で専門家が注目している点のひとつは、発射時期の

変更を予告した翌日に発射が行われた点です。

  液体燃料は推進力に優れている一方で燃料注入に一定の時間を要するなど、世

界の弾道ミサイルの主流となっている固体燃料に比べて即応性に難があるとされて

きました。その液体燃料を使った宇宙ロケットを予告翌日に発射してみせることは、

開発中のKN-08や実戦配備されているムスダン（射程2000～4000キロ）、ノドンにつ

いても即応能力が高められていることを示す指標となり、そのように見せかける「演

出」でない限り、北朝鮮のミサイル戦力は侮りがたいレベルに達しつつあるといえる

のです。

  日本としては、そうした北朝鮮の核兵器と弾道ミサイルの開発の目標が「核保有

国」としての国際的な地位の獲得にあり、その過程での米国との二国間交渉と平和

協定の締結にあることを踏まえ、いたずらに怯えたり空騒ぎすることなく、着実に防

衛力整備を進め、拉致問題解決に向けた北朝鮮との外交を展開しなければならな

いと思います。 以上（小川和久）

平成２８年４月１日
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